
【記載要領】

・１．の表は、別添様式４、６－１～３との整合を確認すること。

随意契約見直し計画

平成 20年 1月
国立大学法人お茶の水女子大学

１．随意契約の見直し計画

（１）本法人は平成１８年度より随意契約によることが真にやむ得な

いものを除き、既に一般競争に移行している（点検の結果は以下の

通り）。

【全体】

平成１８年度実績 見直し後

件数 金額（百万円） 件数 金額（百万円）

（ ％） （ ％）事務・事業を取り止めたもの

（１８年度限りのものを含む。）

（ ％） （ ％）
競争入札

（ ％） （ ％）

一
般
競
争
入
札
等
企画競争

（ ％） （ ％）

（100％） （100％） （100％） （100％）
随意契約

1 7 1 7

（100％） （100％） （100％） （100％）
合 計

1 7 1 7

（注１）見直し後の随意契約は、真にやむを得ないもの

（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある

【同一所管法人等】

平成１８年度実績 見直し後

件数 金額（百万円） 件数 金額（百万円）

（ ％） （ ％）事務・事業を取り止めたもの

（１８年度限りのものを含む。）

様式１０



（ ％） （ ％）
競争入札

（ ％） （ ％）

一
般
競
争
入
札
等
企画競争

（ ％） （ ％）

( ％） （ ％） （ ％） （ ％）
随意契約

( ％） （ ％） （ ％） （ ％）
合 計

（注１）見直し後の随意契約は、真にやむを得ないもの

（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある

【同一所管法人等以外の者】 
平成１８年度実績 見直し後

件数 金額（百万円） 件数 金額（百万円）

（ ％） （ ％）事務・事業を取り止めたもの

（１８年度限りのものを含む。）

（ ％） （ ％）
競争入札

（ ％） （ ％）

一
般
競
争
入
札
等
企画競争

（ ％） （ ％）

（100％）

（100％） （100％） （100％） （100％）
随意契約

1 7 1 7

（100％） （100％） （100％） （100％）
合 計

1 7 1 7

（注１）見直し後の随意契約は、真にやむを得ないもの

（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある



２．随意契約見直し計画の達成へ向けた具体的取り組み及び移行時期

本法人においては、平成１８年度より随意契約によることが真に

やむを得ないものを除き、既に一般競争入札等に移行しているが、

一般競争入札等に関する取り組みとして、平成２０年１月までに以

下の措置を講じることとしている。

（１）総合評価方式の導入拡大

総合評価方式の導入拡大にむけて、契約チームにプロジェクト

チームを設置。

（２）複数年度契約の拡大

検討した結果可能なものは順次複数年度契約を実施している。

今後整理して範囲の拡大の検討を続ける。

（３）入札の合理化等の導入等について

施設チームは一部電子入札の導入をしている。契約チームも今

後導入にむけ検討。


